
（２）災害活動拠点への時間短縮、リダンダンシーの確保 別紙３
〇高速道路へのアクセス時間が東京方面で約11分短縮されます。
〇新磐田スマートICの設置により、被災地に移動する経路が多重化されるとともに、

災害派遣時の迅速な対応が見込まれることが期待されます。

＜救援物資運搬のためのアクセス時間の短縮＞

最大11分
短縮

所要時間：3分

走行距離：4.4㎞

至 名古屋

至 東京

＜代替経路の確保＞

所要時間
R3.1実施の走行時間調査結果
国道・県道以外 30km/h
高速道路100km/hを用いて算出


